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会 長 渡 辺 邦 夫 行 政

副 会 長 木 村 信 隆 自治連合会

理 事 𠮷 川 一 男 民 児 協

〃 野 尻 国 雄 ボランティア

〃 髙橋あや子 連合婦人会

〃 秋 谷　 清 社会福祉団体

〃 荒 木 英 明 社会福祉施設

〃 梨 本 松 男 商 工 会

〃 中 尾 浩 通 教育関係者

常 務 理 事 成 田　 博 行 政

監 　 事 松澤美貴子 知識経験者

〃 藤 沼 誠 一 〃

　
私
は
、
こ
の
度
の
社
会
福
祉
協
議
会
役
員
改
選
に
伴
い
、
理
事

の
皆
様
の
ご
推
挙
と
ご
賛
同
を
賜
り
ま
し
て
、
引
き
続
き
会
長
と

い
う
要
職
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
踏
ま
え
、
地
域
福
祉
の
更
な
る
充
実
と
発

展
の
た
め
に
、
そ
の
職
責
を
全
う
す
る
よ
う
努
め
て
ま
い
る
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
本
年
４
月
か
ら
、
改
正
社
会
福
祉
法
が
本
格
的
に
施
行

さ
れ
、
経
営
組
織
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
や
事
業
運
営
の
透
明
性
の

向
上
、
財
務
規
律
の
強
化
、
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
を
実

施
す
る
責
務
等
の
制
度
改
革
が
な
さ
れ
、
社
会
福
祉
法
人
に
は
更

な
る
役
割
と
責
任
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
私
達
が
暮
ら
す
地
域
社
会
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く

変
化
し
て
お
り
、
少
子
高
齢
化
や
人
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
の
進

展
、
高
齢
の
方
の
孤
立
化
や
子
ど
も
の
貧
困
、
多
重
問
題
に
苦
し
む

世
帯
の
増
加
等
、
既
存
の
制
度
や
枠
組
み
で
は
対
応
困
難
な
課
題

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
幸
手
市
社
協
と
し
ま
し
て
は
、
地
域
の

皆
様
や
行
政
、
関
係
機
関
と
の
連
携
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
社
協
自

身
が
民
間
団
体
と
し
て
の
柔
軟
性
を
活
か
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

外
に
出
向
い
て
、
た
く
さ
ん
の
方
と
お
話
し
し
な
が
ら
、
地
域
福
祉

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
存
在
感
を
高
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
皆
様
と
共
に
、
様
々
な
地
域
課

題
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
更
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
心

か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
会
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

　社会福祉法の改正に伴い理事及び監事が改選されま

した。新たに選任されました皆さんをご紹介します。

（平成 29年 6月 20 日現在）

◆理事（10名）◆監事（2名）

　任期�選任後 2年以内に終了する会計年度のうち最終

　　　�のものに関する定時評議員会の終結の時まで

※敬称略

改正法のポイント
・経営組織のガバナンスの強化

・事業運営の透明性の向上

・財務規律の強化

・地域における公益的な取組を実施する責務

・行政の関与の在り方

共
に
支
え
あ
う

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

会
長　

渡
辺　

邦
夫

就任にあたって

新理事・監事の紹介改正社会福祉法への対応

主な改正内容

評議員
・位置付け：法人運営の重要事項の議決機関

・員数：７名以上２０名以内（改正前：３５名）

・選任方法：評議員選任・解任委員会が選任

・任期：４年（定時評議員会終結のときまで）

・報酬：日額３，０００円※会議出席ごと

理事
・位置付け：法人業務執行の決定機関

・員数：６名以上１０名以内（改正前：１５名）

・選任方法：評議員会の決議

・任期：２年（定時評議員会終結のときまで）

・報酬：日額５，０００円※会議出席ごと

監事
・員数：２名（改正前：２名）

・選任方法、任期、報酬：理事と同じ
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